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本研究では，幼児教育学科の 33 期生を対象に，1 年次





調査対象：新見公立短期大学幼児教育学科 33 期生 46 名

























































































































































































































































































本年度から，2 年次の「幼児音楽 Ⅰ」「幼児音楽 Ⅱ」の授
業でそれぞれ 20 曲の子どもの曲を提示し，最低その中の
10 曲は必ず合格するというノルマを課すこととした。こ
れで，1 年間で最低 20 曲はマスターすることになる。こ
こで１年間に提示する 40 曲は保育現場では定番と思われ
る曲であるが，子どもの歌のほんの一部にすぎない。ど
んどん新しい曲が生まれている現代において十分とはい
えないが，しかしこれらの曲を基礎とし，学生時代にな
るべく多くの子どもの曲を習得させることが重要であろ
う。
現場に出てからは，実際には仕事の準備やその日の仕
事を行うだけで精いっぱいであり，新しい曲の練習をす
るという時間はなかなかとれないのが現実である。その
ため，学生の間になるべくたくさんの曲を知り，歌える
ように，弾けるようにしておくことも重要と考える。
これらの技術面に加えて「歌の指導法」や「教材の選曲」
などについても授業内容に加える必要があると考える。子
どもの年齢に合った曲を選択し，より充実した活動にす
るためにどのように指導していくかということは，保育
をするうえで重要な要素である。これについては，今後
の授業内容の工夫改善が課題であると考える。
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